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ウェビナー中のお願い事項

1．可能な限り、大容量かつ安定したインターネット環境よりご参加ください。
※回線不良で固まってしまった時は、再度お入り直しください。

２．ご質問は、「Q&A」欄のより随時送信してください。
講演の最後にご質問にお答えする時間を設けております。
※チャット欄は、ご利用いただけません。
※記名による送信をお願いします。（他の参加者の方にお名前は公開されません）

３．本ウェビナーの撮影・録画・録音は、一切禁止とさせていただきます。





セミナーの内容

1. DataCatcherとは
2. DataCatcherの使い方

I. スポット測定での書き出し
II. スキャン測定での書き出し
III. ΔEなどの書き出し

3. レポート出力サンプル
4. その他のアプリを使ったエクセルシートへの書き出し



DataCatcher



DataCatcher とは

• DataCatcherは測定データを自動でエクセ
ルやワードに転送するためのユーティリ
ティーツール

• eXact 2 Suite内に組み込まれたツール
（WindowsにもMacにも対応し、複数の
コンピュータにインストール可能）

• レポート作成や色彩値・濃度値のデータ分
析などに有効

• スキャン測定でも使用可能



DataCatcherの使い方

①
DataCatcher
ツールを選択

② 書き出したいデータタイプを選択

③ 書き出しデータの並
びやデータ属性を設定

④ スタートボタン

エクセルをDataCatcherの前面に立ち上げて、
入力したいセルの先頭を選択してから測定実施



DataCatcherの使い方：スポット測定の書き出し

H必要なデータ
タイプを移動

スキャンモードを「オフ」

色彩値・濃度値の測定条件設定

（eXact1 用DataCatcherでは装置内条件を使用）

データの並び方を指定

濃度白色基準が「用紙」の場合、最初にココをクリックして用紙を測定



DataCatcherの使い方：スキャン測定の書き出し
スキャンモードを「オン」

パッチ幅*、パッチ数を入力
* パッチ幅はすべて等幅で作成

データタイプ
はブロックご
とで書き出し



DataCatcherの使い方：ΔEの書き出し

チェックすると装置
の画面上のデータを

書き出し

ココの情報は
無視



DataCatcherの使い方：アミ点％の書き出し

チェックする
と装置の画面
上のデータを
書き出し

ココの情報は
無視

行／現在の行／次の行
に設定



レポート出力サンプル：プライマリ（KCMYRGB）評価

CIELABを選択

スキャンモードを「オフ」

行／次の行／次の行
に設定



レポート出力サンプル：TVI（ドットゲイン）評価

CIELABを選択

スキャンモードを「オン」

行／次の行／次の行
に設定

パッチ幅、パッチ数を実際の
チャートに従って入力



次回セミナーのご案内

eXact 2 の使い方ウェビナーシリーズ 第４回
― NetProfiler OnlineでeXact 2を最適化―

７月６日 15:00-15:45





◆◇見学会・製品デモ随時受付中◆◇
ゆりかもめテレコムセンター駅下車徒歩1分

おわりに

デモ機貸し出しも随時受付中です！！

◆◇アンケートご協力のお願い◆◇
本日のご感想をお聞かせください。
※アンケートは、Zoomより退出された後に表示されます



免責事項： 本資料の情報はその有用性や正確性を保証するものではありません．
本情報を利用することによるいかなる損害も免責とさせていただきます．
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